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署の基礎データ

所 在 地 宮崎県日向市日知屋 17371-1
区 域 面 積 318,590ha
うち森林面積 276,688ha
国 有 林 32,937ha（国有林率 11.9％）

管 轄 区 の
関係市町村

２市５町２村
延岡市、日向市、五ヶ瀬町、高千穂町、日之影町、
門川町、美郷町、諸塚村、椎葉村

　

急
峻
な
地
形
を
有
す
る
宮
崎
北
部
森
林
管

理
署
管
内
に
あ
る
九
州
脊せ
き
り
ょ
う梁
山
系
の
山
々

に
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
が
広
が
り
、
生
物

多
様
性
の
保
全
や
学
術
研
究
等
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
ほ
か
、
そ
の
渓
谷
等
は

優
れ
た
景
観
を
な
し
、
保
健
休
養
の
場
と
し

て
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
【
写
真
１
～
４
】。

ま
た
、
下
流
域
の
“
水
が
め
”
と
し
て
、
洪

水
緩
和
機
能
や
水
源
涵
養
機
能
と
い
っ
た
、

地
域
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
29
年
６
月
に
は
、大
分
、宮
崎
両
県
に

跨
が
る
祖
母
・
傾
・
大
崩
山
系
周
辺
地
域
が
ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
と
は
、
生
態
系
の

保
全
と
持
続
可
能
な
利
活
用
の
調
和
（
自
然

と
人
間
社
会
の
共
生
）
を
目
的
と
し
、
ユ
ネ

ス
コ
が
開
始
し
た
事
業
で
あ
り
、｢

地
域
の

自
然
と
文
化
を
守
り
つ
つ
地
域
社
会
の
発
展

向
上
を
目
指
す｣

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

祖そ

ぼ母
・傾か

た
む
き・大お
お
く
え崩
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の

適
切
な
保
全
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
は
①
保

存
（
生
物
多
様
性
の
保
全
）、
②
学

術
的
研
究
支
援
（
科
学
的
な
調
査

や
教
育
の
場
を
提
供
）、
③
経
済
と

社
会
の
発
展
（
自
然
環
境
の
保
全

と
調
和
し
た
持
続
可
能
な
地
域
発

展
）
の
３
つ
の
機
能
を
達
成
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ

ら
個
々
の
機
能
は
独
立
の
も
の
で

は
な
く
、
相
互
に
強
化
す
る
関
係

に
あ
り
ま
す
。

　

祖
母
・
傾
・
大
崩
ユ
ネ
ス
コ
エ

コ
パ
ー
ク
は
急
峻
な
山
岳
地
形
と

美
し
い
渓
谷
と
い
っ
た
優
れ
た
景
観
と
、
常

緑
樹
林
か
ら
落
葉
樹
林
ま
で
の
幅
広
い
植
生

が
見
ら
れ
る
と
と
も
に
、
エ
コ
パ
ー
ク
内
に

は
特
別
天
然
記
念
物
の
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ

や
、
祖
母
・
傾
・
大
崩
山
系
の
渓
流
に
の
み

生
息
す
る
固
有
種
の
ソ
ボ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

と
い
っ
た
希
少
な
野
生
動
植
物
種
が
生
息
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
住
民
に
よ
る
農

林
業
や
観
光
業
な
ど
の
自
然
資
源
の
持
続
的

な
利
活
用
が
図
ら
れ
て
お
り
、
特
に
仏
事
に

用
い
ら
れ
る
シ
キ
ミ
は
国
内
随
一
の
品
質
を

誇
っ
て
い
ま
す
。

　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
内
は
、
①
厳
格
に

保
護
を
図
る「
核
心
地
域
」、②
核
心
地
域
を

保
護
し
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
に
活
用
す

る「
緩
衝
地
域
」、③
人
が
生
活
し
、
自
然
と

調
和
し
た
持
続
可
能
な
発
展
を
実
現
し
て
い

る
「
移
行
地
域
」
の
３
つ
の
地
域
に
ゾ
ー
ニ

ン
グ
さ
れ
て
お
り
、
祖
母
・
傾
・
大
崩
ユ
ネ

ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
内
の
①
核
心
地
域
と
、
②

緩
衝
地
域
は
そ
の
全
て
が
国
有
林
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
核
心
地
域
や
緩
衝
地
域
に

は
保
護
林
を
設
定
し
、
森
林
生
態
系
や
希
少

な
野
生
生
物
の
保
護
を
図
る
と
と
も
に
、
継

続
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

宮
崎
北
部
森
林
管
理
署
で
は
、｢

多
様
な

大分県

宮崎県
鹿児島県

熊本県

宮崎北部
森林管理署

取 組
国有林野事業の

管内概要
　宮崎北部森林管理署は、宮崎県北部の日

ひゅうが

向市に所在し、宮崎県北部
地域の国有林32,362haを管理経営しています。
　管内の国有林は、熊本県、大分県境に接する九州脊梁山系の1,000
メートル以上の山岳が連なる急峻な地形を呈するところに存置し、
九州中央山地国定公園、祖母傾国定公園に指定されています。この地
域は、五

ご か せ が わ

ヶ瀬川及び耳
みみがわ

川の源流部ともなっています。
　また、太平洋側の日

ひゅうがなだ

向灘に近い低山地帯では、小団地の国有林が分
布し、海岸防災林として重要
な役割を果たしています。
　さらに、渓谷や優れた森林
景観などの豊富な観光資源
に恵まれ、「日本美

うつく

しの森　
お薦め国有林」にも選定され
ているレクリエーションの
森「向

むこうざかやま

坂山野外スポーツ地
域」には、日本最南端の天然
雪スキー場（五ヶ瀬ハイラン
ドスキー場）を有するなど、
保健休養の場としても多く
の人に利用されています。

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
設
定
の
趣
旨

民
間
団
体
と
の
協
定
締
結
に
よ
る

保
全
・
保
護
活
動

九
州
森
林
管
理
局		

宮
崎
北
部
森
林
管
理
署
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活
動
の
森｣

に
お
け
る
森
林
空
間
整
備
活
動

と
し
て
、
宮
崎
県
延の
べ
お
か岡
市
北き
た
か
た
ち
ょ
う

方
町
上か
み

鹿し
し

川が
わ

【
写
真
５
】
に
あ
る
フ
ォ
レ
ス
ト
・
マ
ン
ト

ル
上
鹿
川
団
体
の
代
表
者
で
あ
る
戸
高
正
男

氏
と
、｢
多
様
な
活
動
の
森
に
お
け
る
森
林

づ
く
り
活
動
に
関
す
る
協
定
書｣

を
平
成
26

年
６
月
に
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
協
定
に
基

づ
き
、
鬼
の
目
山
に
お
い
て
、
林
道
及
び
そ

の
周
囲
に
お
け
る
歩
道
の
修
理
・
作
設
等
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
鬼
の
目
山
は
、
遺
伝

的
多
様
性
の
高
い
天
然
ス
ギ
の
集
団
な
ど
の

学
術
的
価
値
の
高
い
植
生
を
有
し
、「
鬼
の

目
山
生
物
群
集
保
護
林
」
が
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
、「
森
の
巨
人
た
ち
百
選
」
に

も
選
ば
れ
て
い
る
貴
重
な
巨
木
で
あ
る
鬼
の

目
ス
ギ
の
周
辺
で
は
、
シ
カ
の
食
害
に
よ
る

下
層
植
生
の
衰
退
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
上

鹿
川
集
落
住
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
及
び
宮
崎

北
部
森
林
管
理
署
職
員
が
協
力
し
て
、
シ
カ

ネ
ッ
ト
を
設
置
し
、
荒
廃
地
と
な
っ
た
林
地

の
植
生
回
復
と
、
貴
重
な
高
山
植
物
の
保
護

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
【
写
真
６
、
写
真
７
】。

　

こ
の
よ
う
な
保
全
活
動
の
ほ
か
、
フ
ォ
レ

ス
ト
・
マ
ン
ト
ル
上
鹿
川
団
体
で
は
、
主
に

大
学
生
を
対
象
と
し
て
、
団
体
の
活
動
の
趣

旨
の
説
明
会
や
希
少
種
観
察
会
・
植
生
調
査

等
を
実
施
し
て
お
り
、
祖
母
・
傾
・
大
崩
ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
内
の
適
切
な
保
全
・
管

理
に
向
け
た
地
元
の
取
組
の
重
要
性
を
次
世

代
に
し
っ
か
り
と
引
き
継
ぐ
活
動
に
も
力
を

注
い
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

エ
コ
パ
ー
ク
内
に
お
い
て
近
年
深
刻
化
し

て
い
る
シ
カ
に
よ
る
森
林
の
食
害
を
防
ぐ

た
め
、
宮
崎
北
部
森
林
管
理
署
で
は
、
職
員

に
よ
る
捕
獲
を
実
施
す
る
ほ
か
、
延
岡
市
猟

友
会
及
び
日ひ

の
か
げ
ち
ょ
う

之
影
町
猟
友
会
と
平
成
27
年
７

月
に
シ
カ
被
害
対
策
協
定
を
締
結
し
、
民
国

連
携
に
よ
る
シ
カ
被
害
対
策
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
協
定
は
、
シ
カ
の
個
体
群

を
適
正
に
管
理
す
る
た
め
、
国
有
林
が
く
く

り
罠
を
猟
友
会
に
無
償
で
貸
し
出
し
、
シ
カ

捕
獲
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
林
業
被

害
を
防
止
し
、
生
態
系
を
保
全
す
る
事
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
貴
重
な
植
生
を

シ
カ
の
食
害
か
ら
保
護
す
る
た
め
に
、
エ
コ

パ
ー
ク
内
の
障し

ょ
う
じ子
岳た
け

ほ
か
２
か
所
に
植
生
を

保
護
す
る
た
め
の
柵
を
設
置
し
、
ヨ
ウ
ラ
ク

ツ
ツ
ジ
等
の
希
少
な
植
物
を
保
護
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
積
極
的
に
国
有
林
・
民
有
林
間

で
の
情
報
共
有
を
行
う
な
ど
、
シ
カ
被
害
対

策
の
地
域
全
体
で
の
取
組
を
促
進
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

祖
母
・
傾
・
大
崩
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
は
、
急
峻
な
山
岳
や
美
し
い

渓
谷
な
ど
の
自
然
環
境
を
次
世
代
に

確
実
に
受
け
継
ぐ
と
と
も
に
、
地
域

住
民
の
誇
り
を
醸
成
し
交
流
人
口
を

増
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
経

済
と
地
域
社
会
の
発
展
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
国
有
林
は
核
心
地
域

と
緩
衝
地
域
の
全
域
を
占
め
て
お
り
、
こ
れ

を
適
切
に
管
理
す
る
こ
と
が
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
の
理
念
に
叶
う
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
国
有
林
に
お
け
る
自
然
環
境
を

活
用
し
た
い
と
い
う
地
域
の
要
望
に
対
し
て

も
積
極
的
に
連
携
を
図
り
活
動
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

宮
崎
北
部
森
林
管
理
署
で
は
、
今
後
も
地

域
と
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
、
祖
母
・
傾
・

大
崩
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
適
切
な
保

全
・
管
理
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

写真１　鉾
ほこ

岳
たけ

写真２　祝
ほうりがわ

子川渓谷

写真３　鹿
ししがわ

川渓谷

写真４　御
ごよう

葉岳
だけ

に咲くクシアケボノツツジ

写真５　鉾岳山頂から望む上
かみしし

鹿川
がわ

集落

写真６　鬼の目スギ写真７ ボランティアによるシカネット
の設置

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
内
に
お
け
る

シ
カ
被
害
対
策

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
お
け
る

今
後
の
国
有
林
の
取
組

ソボオオサンショウウオ
（提供：豊後大野市自然史友の会）


